
 １ 

平成２７年第１回南幌町議会定例会 

一般質問（質問者３名） 

（平成２７年３月１０日） 

 

①「ふるさと応援寄附金で本町のＰＲ作戦を」 

 

熊木議員 

今期最後となる一般質問をさせていただきます。今日は、たくさんの方が議会の傍

聴に見えておられます。感謝します。さて、東日本大震災から明日で４年になります。

震災の傷跡は今なお残されていて、１日も早い復興を願わずにはいられません。特集

番組が今、たくさん放送されていまして、今なお避難生活を余儀なくされている、そ

ういう方がたくさんいるのを思うと、自分にできることは何かないかなと考えていま

す。質問にもつながるんですけれども、先日のテレビ番組で「東北食べる通信」とい

う企画をしていました。それは被災地を応援するということで、私も早速それに応募

しました。それでは、ふるさと応援寄附金についてと今後の高齢化対策について町長

に質問いたします。 

１番目は、ふるさと応援寄附金で本町のＰＲ作戦を、です。ふるさと納税が始まっ

て、予想を超える応援寄附金が広がっています。この制度を活用し本町の魅力をＰＲ

することは、今後のまちづくりへ大きくつながるものと思います。平成２７年度の事

業計画や謝礼品のカタログ等が示されていますが、さらなる内容の充実が求められる

のではないでしょうか。今年から寄附金の税額控除上限額が２倍に引き上げられるこ

とから、寄附の活発化や特産品をめぐって競争の激化が予想されます。このままでは、

単なる特産品目当てのブームで終わるのではないかと危惧します。 

そこで、本町をＰＲし、目的を持って本町に訪れてみたいと思っていただけるよう

なそういう企画が必要ではないでしょうか。納税をしていただく項目に、例えば、植

樹の企画を取り入れ、木の成長をメールなどでお届けし、「ふるさとの森記念祭」な

ど、都市と農村の交流を図ることや、広大な大地、澄んだ空気、自然あふれる本町に

来て、新鮮な農産物に触れ、味わい、温泉で心と体を癒しリフレッシュしていただく、

こうした取り組みがきっかけとなり、本町への移住や田舎暮らし体験などに結びつけ

ることになるのではないかと思います。 

また、謝礼品カタログでは、ゆめぴりかやななつぼし、ピュアホワイトなどの本町

特産品の希望が多数となっています。生産者の顔写真をつけたメッセージなどを添付

し、その後の購買につながるような企画ができないか町長の考えを伺います。 

 

三好町長 

佐ふるさと応援寄附金で本町のＰＲ作戦を、の御質問にお答えします。議員を初め

関係機関の御協力により、全国から２月１６日現在で３,５８７件もの温かい御支援

をいただくことができました。これは、魅力ある特産品や町ホームページ、ふるさと
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納税専門サイトを活用したＰＲやインターネット決済も功を奏したものと思うとこ

ろです。いただいた寄附金は、図書の購入、地域の緑化活動、少年団活動や部活、高

齢者世帯の除雪などへ大切に活用させていただきます。また、その様子については町

ホームページを通じ、お知らせしたいと考えています。 

議員御指摘の寄附指定事業や謝礼品の充実、町のＰＲや呼び込む企画、生産者が見

える取り組みですが、寄附指定事業については、更新される町民プールの備品、農業

支援など、新たな事業メニューを加えるほか、実績では南幌町にお任せが半数を占め

たことから、指定事業以外の事務事業にも使えるようメニュー立てをしてまいります。 

謝礼品につきましては、実績を勘案し、寄附金額によりメニューが複数選べる仕組

みや寄附回数制限の緩和、１０万円の寄附者への御礼としていた南幌温泉無料ペア宿

泊券を５万円の寄附とするなど、町に来ていただく視点も大切に、将来は特産品の創

出も視野に魅力あるメニューづくりに心がけます。さらに、従前より進めている移住

定住施策、並びに今後計画される地方創生事業と連携した中で、ＰＲの機会として本

制度も活用できるよう検討してまいります。なお、これまでにも寄附をきっかけに本

町に立ち寄りたいなどの感想も寄せられていることから、一応の成果も感じていると

ころです。また、申込の際に行っているアンケートについては、ニーズの研究や首都

圏におけるふるさと会などの設立の可能性を探るための貴重なデータとして活用す

ることとします。 

生産者の顔が見える取り組みについては、今後の検討とさせていただきますが、ふ

るさと納税を通じて直接商品購入につながったリピーター事例もあり、新たな輪とし

て広がることを期待しているところです。 

 

熊木議員（再質問） 

再質問させていただきます。先日の全員協議会で平成２７年度のふるさと応援寄附

金の詳細が説明されました。これを読むとすごくわかりやすく、町のほうも努力をし

てやられていることがよくわかります。なかなかこれが一般町民には、町内の方はふ

るさと応援寄附金でうちの町にはできないんですけれども、やはりこういうことが町

民の皆さんにも浸透していくということは大事なことかと思います。私は、これを読

みまして、それから、平成２７年度の事業というのを読んだ時に、先ほど町長が答弁

されたように、２月１６日現在で全国から３，５８７件、本当にたくさんの応援寄附

金をいただいたということには大きな数字であり、ありがたいことだと思います。寄

附の指定事業というのでは今まで４項目あったんですけども、そういう中では、高齢

者世帯の冬の除雪支援というのが最も多く１８％、子どもの活躍を支える少年団活動

が１６％、生涯学習センター図書室の図書の整備に５％、もう１つは地域が行う緑化

事業に対して６％となっていて、そのほか特に指定しないというのが５５％、半数を

超えております。今年度は先ほど答弁されたように、そのメニューに２つ加えて、町

民プール建設に関する事業、それから、南幌のお米を全国に広める事業というのが提

案されています。それ自体はすごく一歩進んで、いいことだと思うんですけれども、

私は先ほど植樹のことをちょっと質問させていただいたんですけれども、このふるさ

と納税をめぐっては今、新聞とかテレビでもすごく大きく取り上げられています。や
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っぱりそれがどんどんどんどん行くと加熱して本当にブームで、その先は、というの

も本当に危惧されると思うんですよね。それで、近隣とか道内でも早くから取り組ん

でいる所は、やはり次の段階、ステップを踏んで、例えば、上士幌とかは東京に行っ

て、応援寄附金をくださった方を招待して、町をＰＲするということとか取り組んで

おられます。本町も今、２７年度の中では、たくさん考えて、メニューを提案してき

ていますけれども、もう少し進んだものが必要ではないかと思います。いろいろ考え

まして、本町はやっぱり自然に恵まれている、それから広大な大地があるということ

で、木を植えるというのはどうかなと私は思いました。それは、２年前から取り組ん

でいます福島の子どもたちを南幌に招待する会というので、夏に福島の子どもたちを

南幌に招いて、わずか５日間とか１週間くらいであっても被災地から離れて、この南

幌で生活してもらうということで、子どもたちが元気になって福島に帰っていくとい

う事業にボランティアとして私も参加しています。その中で、ちょうど三重湖公園の

所に町の協力もいただいて食事をしています。桜の木と楓でしたか、２本ずつ植えて

もらっているんですけども、子どもたちが後で感想とか手紙とか、それから、去年は

ホームページとかも出しましたので、そういう中に、自分が何年後かに南幌町に来て、

その桜の花を見たいとか、おじいちゃん、おばあちゃんを連れて南幌に行きたいとい

うようなメッセージを伝えてくれています。それを聞いた時に、都会の方、寄附を寄

せられた方は半数以上が関東なんですよね。そういう中で、みんながみんな、都会の

喧騒のそういう中で暮らしているとは思わないんですけれども、やはりこういう南幌

の良さを知っていただくということにつなげる活動が望まれるのではないかなと思

いました。寄附をしたことで１本、木を植えるという形で、それを現地に来られる方

とか、来られなくて、１本、植樹のために寄附をしますということで、町でそういう

形の森とかそういうものをつくっていくということで、今、メールとかホームページ

で木の成長具合をお伝えするということで、本町を本当にＰＲ作戦につながればいい

んじゃないかなと考えます。それで、木を植えるのもいろいろ、その後もまた考えた

んですけれども、今、防災対策として、大雨とかそういうのがすごく多いですよね。

ですから、南幌は夕張川とか川にも囲まれていますし、そういう意味では、植樹の場

所も何かそういう形に考えていくとか、そういうことも検討できないかなと思うので

すけれども、その辺の答弁をお願いしたいと思います。 

あと、もう１つ、木という話で行くと、由仁町で今、桜並木をつくる会というのが

活動しています。やっぱりそういう形で各地が競って自分の町をＰＲしたり、それか

ら、いつまでもやっぱり住んでいけるという町にするためにいろんな施策をやってい

ると思うんですけれども、その一環として、このふるさと納税を活用して、自分たち

の町づくりというものを真剣に考える必要があるのではないかなと思います。生産者

の希望の中で、ゆめぴりか、ななつぼし、それから、ピュアホワイト、そういう南幌

の食品がすごく望まれています。そういう中にメッセージを、ということで、先ほど

答弁の中でも購買につながったというお話がありましたけれども、そこのところをも

う少し詳しくお伝えいただければと思います。お米に生産者の名前とか顔が入ること

で、やはり受け取った方が、ああ、そうか、こういう方がつくっているんだというふ

うに共感にしていいただけると思うんですよね。私も毎年、津軽農民組合という所か
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らリンゴを買っています。その時に、こういう形で、小さくて見えないかもしれない

ですけれども、写真入りで、自分がこのリンゴを育てましたということで、それとそ

のリンゴの食べ方とかリンゴにまつわることが書かれたはがきが入ってくるんです

よね。毎年、それをやっぱり楽しみにして、今度はこういう人が作ったんだというふ

うに思って、また次の時に注文しようと思います。ですから、今回は、お米をＪＡの

ほうに委託するというような説明があったかと思うんですけれども、それでもやっぱ

り何とか生産者が見える、そういうことをできないか。それを検討してほしいと思う

んですけれども、それを一緒にお答え願いたいと思います。 

 

三好町長（再答弁） 

熊木議員の再質問にお答えをいたします。応援寄附金、本当に全国から、いろんな

方々から御寄附をいただいてありがたい分野であります。私が一番先に考えたのは、

寄附金はやはり我が町の知名度が非常に薄い。札幌でも、南幌ってどこにあるのと言

われるぐらい知名度がない。だから、いろんな形の中で少しでもアップしていただけ

ればと、そんな思いでさせていただいて。ただし、行政がやるわけでありますから、

しっかりとした内容を進めながらやっていかなきゃならないというようなことで今

回させていただいて、本当に多くの方々の寄附をいただきました。提案がいろいろあ

った中で、私どももいろんなことを考えております。これまでも木に関して、特に桜

に関しては、いろんな事業でいろんなことをやりましたけども、現在、何本あるか調

べていただいたでしょうか。本当にせっかくお金を投資していただいて、なかなか育

ちにくい環境であります。それで、どう育つのかというのもちょっと見ながら。近々

では北海の土地改良区のほうでも１００本かな、やっていただいたんですが、なかな

か育っていないんですよ。それで、やはりいただく寄附金でありますから、しっかり

とした後世に残してあげたいという思いがありますので、今は少年団だとか高齢者の

対策だとか、まず必要にあるところの部分で。何か後世に残せるものは、という部分

で、今回、プールの備品なんかにも使わせていただいて、来た時に寄っていただける

ような体制づくりをしているところでございますし、当然、来ていただくということ

は、なんぽろ温泉を入れたというのはそういうことなんです。それで、アンケートの

所にもコメントをいただくようになっているんですが、やっぱり関東周辺の方々から

は、そういうコメントもいただいているところです。それが何とか来ていただければ

ありがたいなと。そういう思いの方々もたくさんおりますので。木の関係については、

それもメニューの一つかと思いますが、管理だとか育つ、やっぱり大事な部分であろ

うと思いますので、その辺のある程度、確約ができる、行政としてやって、あとは知

らないわということにはできませんので、なくなりましたということにもならないと。

その辺のことで何がいいのかということになりますと、非常に難しい。本当は桜なら

５月に来ていただければ非常に美しいという表現をいただけるんですが、なかなかそ

この現実が厳しさがあるものですから、まだ、木の話にはさせていただいていないと

いうことでございます。 

それから、顔の見える、当然、見える部分も大事だとそんなふうには思っておりま

すが、私はやはり品質の信頼性だと思います。お米も、今回行ったのと２回目、隣に
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行ったのと味が違うと言わるのが非常にやっぱり厳しさがあると思います。それで、

今回なぜＪＡにしたかと。均一を保持されて、ずっといつ出しても同じ感覚で食べて

いただける品物にしたいと。当然、リピーターの方々はいろんなこと、声を出してき

ます。前のお米はおいしかったけど、今回のは違うと。同じななつぼしでも、あるい

は、同じゆめぴりかでも、そういうことが過去からずっとあるものですから、やはり

我が町でとれた、全体で南幌町の中でとれたお米は同じ味で同じ品質が継続的に提供

できる、そんなつくりがいいのかなというふうに思います。それで、我が町はそれぞ

れ生産者の部会がございますので、個人名がなかなか非常に難しい。あるいは、ピュ

アホワイトも同じで、ネットワークでやっておりますから、どういうふうに表現がで

きるかわかりませんが、可能な限りはそういうトライはしてみたいと思いますけれど

も、個人を特定してやれることにはちょっと難しい。今のうちの農家の実情からする

と非常に厳しいのかなと。ただ、そういう部会を通じて、みんなで研さんをして、同

じものをつくっているんだよという表現はできると思いますので、それらは、してい

きたいと思っていますし、昨年、送りました中にはそういう部分を含めてチラシ等々

も入れているようでありますので。ですから、リピーターとしてつながってきたと、

そんなふうに理解しておりますので。実質的には、なかなかリピーターがどのぐらい

あったかというのは非常に難しい。それぞれのところ、前回は個人と言いますか、ネ

ットワークのほうで行っておりますので、まだ確認はしておりませんけれども、私は

そういう意味で、新しいお米ができた時点で配布をして、本年の皆さんからいただい

た部分を新しいお米ができたよと。それが南幌町ですよと。そんな思いがあって、年

１回という制度にしてきたんですが、リピーターが多いとなればそれもちょっとうれ

しい悲鳴のほうでありますから、そっちはそっちでまた考えながら、今回も複数選べ

るよう、いろんな角度からやっていただいているところでありますし、今回もメニュ

ーとして南幌を利用できるものも１つ加えたりしております。そんな様子を見ながら、

今後とも検討してまいりたいなというふうに思っています。 

 

熊木議員（再々質問） 

 ただいまの答弁の中で、今まで寄せられたメッセージ、こういうのがすごく受け取

った側も町のほうも、こういう言葉があったんだということが、もし１点でも２点で

も紹介していただければすごくいいなと思うのと、それから、ふるさと応援寄附金を

いただいて、今後、広報とかでそういう紹介もするような計画があるのか、それもち

ょっと１点伺いたいと思います。 

それから、答弁の中で、今回は指定事業以外の事務事業にも使えるようにメニュー

立てをしてまいりますと先ほど答弁されたんですけれども、この事務事業というのは

どういうのを指しているのか。それをちょっとお答えいただきたいと思います。 

それから、もう１つは、首都圏におけるふるさと南幌会の設立につながるような、

というふうに表現されていますけれども、今、南幌東京会とかそういうものがないの

で、そういう意味では、つながるような手ごたえが感じられているのかどうか。それ

も伺いたいと思います。 

それから、もう１つ、寄附金の約半額が謝礼品として送られていますから、先ほど
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も報告がありましたように、３，５８７件ということで金額も大体示されるですけれ

ども、やはり金額そのものが全て使えるというものではありませんよね。そうなった

時に実質は申込金額の何％が本町の応援寄附として使えるような形になっているの

か、それももし示していただければ伺います。 

 

三好町長（再々答弁） 

熊木議員の再々質問にお答えをいたします。私もメッセージ等々、ほとんど確認を

させていただいております。その中でいろんな感想、がんばってくださいと、おいし

い農産物をつくってください、そして子どもたちとお年寄りを大事にやってください

というメッセージがほとんどです。そんな思いでいるものですから、やはり先ほど熊

木議員が言われたような数字になってきているのかなと思っております。ですから、

寄附については、いただいたものは大切に全額使わせていただきますが、単年度で全

部使うという問題でなくて、長い間、少しでも長い間、皆さんに使って喜んでいただ

けるようにしていきたいというふうに思っています。 

それから、広報については、それぞれ今までも取り上げたりいろいろしております

けれども、いいメッセージがあればまた載せてみたいなというふうに思っております。 

それから、ふるさと会の関係でどうでしょうかと。僕も見ているんですが、関係に

つながるかどうかというのは、なかなか難しいなというふうに思っています。ただ、

そういう方々がいますので、南幌の関係者が何人か丸を付けていただいておりますか

ら、その辺の毎年そういう応援をいただければ、その人たちともまた私が東京に行っ

た時にコンタクトをとれればなと、そんな思いでおりますので、この辺はじっくり考

えながら、また、うまく接点を結びながらやっていきたいなというふうに思っており

ます。 

それから、メニュー以外については、いろんな扱い方がありますから、それは庁舎

内でいろいろ検討して使っていきたいなというふうに思っております。南幌町で自由

に使ってくださいという思いはありますけれども、やはりまちづくりに大切な部分で

ありますので使わせていただくようにいろいろ考えながらやっていきたいなという

ふうに思っております。 

 

熊木議員（再々々質問） 

答弁漏れだと思うんですけれども、指定事業以外の事務事業ということは、今、最

後に説明されたことなのか。その事務事業というのは、どういうことを指しているの

かということを１点質問しました。 

それから、もう１つは寄附金の金額、実質の金額が何％ぐらいとかというのはわか

るのか。寄附金を３，５８７件いただきましたよね。そこから、謝礼品は半額ぐらい

使いますよね。それから、送料とかいろんなものが差し引かれますから、寄附金は寄

附金なんですけれども、実際にはどれぐらいの金額が、というふうに。そこのところ

の仕分けがされていて、もし説明ができればお願いしたいと思います。 

もう１つ、ごめんなさい、私自身が先ほど再々質問で言い忘れましたけれども、桜

のことなんですが、桜並木が以前あって、やはり風とかそういうので枯れたりとかと
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いうことはありますけれども、別に桜に限定して木を、ということを言ったつもりで

はないので、ぜひ検討してほしいと思います。 

 

三好町長（再々々答弁） 

答弁漏れだったという部分で、先ほど検討しますと言ったんですが、事務事業でい

ろいろ使えますので、いろいろ検討させていただきます。 

それから、桜だけでなくていろいろ検討させていただくというのは、うちの町に何

が本当にいいのかどうかという部分この木という限定がなかなかちょっとできない

ものですから、いろいろやっぱり検討しながら、せっかくしていただくのになくなる

ような、あるいは後で、後世でまた問題になるようになったら困りますので、十分検

討させていただきたいと思います。 

それから、応援寄附金、どうなっているのかと。あくまでも私どもは寄附をいただ

いたのは全額使わせていただく。そして、経費については町費で見ていますから、実

質、送料込みで半分ぐらい、５割ぐらいは返還しているということでございます。丸々、

寄附いただいたものは、それぞれの事業の中で使わせていただくということにしてお

ります。 
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②「今後の高齢化対策と職員の補充について」 

 

熊木議員 

 ２問目に移らせていただきます。２問目は、今後の高齢化対策と職員の補充につい

てです。平成２７年度から２９年度の第６期南幌町介護保険事業計画及び高齢者福祉

計画が示されました。計画期間は３年間ですが、高齢化のピークを迎える時期に向け、

在宅医療と介護の連携等の取り組みを本格化していくための計画となっています。平

成３７年度までの１０年間で本町の高齢化率は急激に高くなることが予想されてい

ます。保健福祉の分野では、今年度新たな取り組みとして、地域づくりサロン事業や

平成２８年度は介護支援ボランティアポイント事業などがメニューに掲げられてい

ます。今後の保健師や専門職の役割はますます重要になると考えますが、職員の加配

や増員をすることで、さらなる予防医療や健康増進につながると考えます。今後の高

齢化対策を具体的にどのように考えているか伺います。 

また、平成２６年度の職員の定年退職は３名、平成２８年度は５名が定年退職され

ると聞いていますが、どのような形で補充するのか伺います。新人の採用に加えて、

一定の経験を積まれた社会人枠での採用や専門職などの採用により、現在実施されて

いる事業や今後取り組まれる事業に知識や経験を生かすことのできる職員の補充が

必要と考えますが、町長の考えを伺います。 

 

三好町長 

 今後の高齢化対策と職員の補充についての御質問にお答えします。平成２７年度か

ら３年間を計画期間とした第６期介護保険事業計画及び高齢者福祉計画については、

策定委員各位の御協力のもと、去る３月３日の計画策定委員会において決定をいただ

いたところです。 

 今回の計画では、昭和２２年から２４年に生まれた団塊の世代の方々が７５歳以上

に達し、後期高齢者となる平成３７年を見据えて、高齢者の方が可能な限り住み慣れ

た地域で生活を送っていただくために、日常生活支援等が一体的に提供される地域包

括ケアシステムの構築と、それを推進していくための具体的な事業などを盛り組み、

今後１０年間の南幌町の高齢者施策の基本的方向を示した計画です。 

しかしながら、急速に高齢化が進んでいる本町において、町が実施主体となっての

取り組みだけでは高齢者の方々の見守りや生活等を支えていくには限界があるため、

地域のみなさんの御協力をいただくことや、資源などを最大限に活用していかなけれ

ば高齢者の生活を支える地域づくりは推進できないと考えています。 

議員御指摘のとおり、高齢化対策は本町にとって最重要課題の一つです。町では、

既存の高齢者支援事業の継続・拡大を初め、地域の皆さんで取り組む介護予防活動や

高齢者自身の地域活動など、町と住民の皆さんとの間で協力関係を築き、役割分担し

ながら高齢者の日常生活支援に取り組んでいくことで、計画の基本理念である高齢者

が住み慣れた地域でいつまでも健康で自分らしい生活を送ることができるまちを実

現できると考えています。 

職員の退職に伴う補充については、年齢のバランスも配慮しながら採用を行ってま
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いります。また、今後の事業を見据えた専門職員の採用については、保健福祉系専門

職のみならず、土木・建築など技術系職員の採用についても必要に応じ、知識や経験

を勘案した採用を行いたく考えますが、多様化する行政需要に対応するには職員研修

による個々の資質向上も大切な視点ということから、これらをあわせ職員体制の充実

を図り、効率的な事業運営に努めてまいります。 

 

熊木議員（再質問） 

 再質問させていただきます。今回の質問は高齢化対策と、それから、職員の補充

ということで２つに分けて質問しているんですけれども、答弁をいただきまして、高

齢化対策の中で今年度から始まる事業が幾つかあると思うんですけれども、その具体

的な取り組みを示していただきたいと思います。 

それから、介護保険事業計画では、高齢化のピークを迎える時期に向けて、在宅医

療と介護の連携を本格化していく計画となっています。現在、実施されている事業が

今すごく定着しているように思うんですけれども、参加者の感想とか期待の声などが

ありましたら紹介していただきたいです。 

それから、先日もあいくるに行った時に、ノルディックウォーキングをしながら健

康教室に来られている方がいらっしゃいました。やはり日常的な散歩とかで体を動か

している人が増えていると思うんですけれども、以前、ノルディックウォーキングの

普及に向けて教室とかを開かれて、今は各自がそれを使ってやっていると思うんです

けれども、今後、新たな人を募集してというか、そういうような教室が取り組まれる

予定があるのかどうか、その計画の中に入っているのかどうか伺います。 

今、保健福祉課の職員体制ということでは、目いっぱいいろんな事業を組みながら

やっていると思うんですけれども、今後の高齢化に向けた対策というのでは、今のま

まではすごく大変だなと思うんですが、その辺はどういうふうに広めようというか、

補強しようというふうに考えているのか。 

それから、先進的に健康予防に取り組んでいる自治体では、保健師とか運動指導員

などの増員を行い、事業を展開しているという事例が報告されています。本町では、

それをどのように考えているのか。それは職員の補充のところでもつながることなの

で、それもちょっとお答えいただきたいと思います。 

それと、次年度、町民プールの建設にともなって、保健福祉課でも健康に配慮した

取り組みの計画がされていて、今年度の予算の中にも載せられているんですけれども、

他町のプールなどを利用したメニューも計画に示されていると思いますが、職員の加

配とか新たな採用とかは今期に限っては考えてはいないのか、それも伺います。 

あと、これからいろいろ１０年後を見据えてとかという中では、ますます職員の専

門性が重要になってくると思うんですけれども、その辺では見通しというのをどのよ

うに持っているのか伺います。 

あと、もう１つなんですけれども、前に私、質問しまして、まちおこし協力隊など

の採用ができないかという質問をしたことがありました。そういう中で本町ではなか

なか難しいということでしたけれども、今、近隣でもすごく増えているんですけれど

も、そういうふうな形での職員の補充というのを、この高齢化対策に向けて検討とか
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はされているのかどうか、それも伺います。 

あと、何点もで申しわけないんですけれども、町で、先ほどのまちおこし協力隊がな

かなかできないという中に、過疎債とかいろんなものが使えないということがあった

りもするかと思うんですけれども、そういう青年が町に入ることによって地域が活性

化されたり、地域でのそういういろんなサロンをつくったりという形で運営がスムー

ズに行って、町に活気が戻ってきたという事例が結構、今いろんな形で報告とかされ

ていると思うんですけれども、そういう形に本町もやっていくような計画があるのか

どうか、それを伺います。 

 

三好町長（再答弁） 

 熊木議員の再質問にお答えをいたします。細かい内容については、多分、予算審査

特別委員会でかなり言っていただけるんだと思うんですが、事前に聞かれましたので、

後ほど職員のほうからお話しをさせていただきますが、高齢化というのは、これはも

う黙っておいたって間違いなくうちの町も行くわけですから、将来を見据えていろん

な分野で元気なお年寄りをいかにつくっていくかということであろうと思いますの

で、そういう部分では一生懸命やっていかなきゃならないというふうに思っています。

今あるそれぞれの機能、施設等々を活用しながら高齢者の皆さんがそういう部分でい

ろんな所に行っていただけるような体制づくりはしていかなければならないという

ふうに思っております。 

また、行革でずっと職員も絞りながらやってきたところでございまして、非常に職

員をこれからどんどんどんどんふやしていける環境にもないと思います。ですから、

先ほど言ったように職員の研修も含めてやりながら、私の感覚では、うちの人数ぐら

いの町の保健福祉等々で行きますと、十分満たす人数を採用しているというふうに私

は感じております。総勢で行くとかなりの人数がおりますから、そこをやっぱり活用

しながら、保健師さんたちが一生懸命頑張って今もいただいておりますけれども、新

たにまた採用するかどうかは今後のメニューだとかいろんなことが専門職だとか出

てきますので、それらも勘案しながら行かなければなりませんけれども、当面は今い

るスタッフで私はある程度賄うことができる分野がほとんどかなというふうに思っ

ております。ただ、先ほど申し上げたように、新たなメニューがどうしても専門職が

要るという場合については、今後は考えていかなければなりませんし、これは先ほど

申し上げたように保健福祉課だけではなくて、いろいろな所の専門職がどうあるべき

か。これからのまちづくりの中でどういうふうに出ていくのかということで考えてい

かなければならないなというふうに思っておりますので。幾らでも職員をふやせばい

いという時代ではないと思いますので。今いるスタッフでいかに皆さんで一生懸命や

っていただいて、それから、その推移を見ながら、また考えていきたいなというふう

に思っております。メニュー立ての関係については、職員の担当課長のほうから御説

明申し上げます。 

 

保健福祉課長（再答弁） 

熊木議員の何点かの御質問についてお答えいたします。まず、１点目の本年度の具
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体的な取り組みはどのような事業を用意しているのかということの御質問でござい

ますけれども、大きな事業といたしましては、まず、地域づくりサロン事業というこ

とで、高齢者の集える場の確保ということで、試行的なんですけれども町内２カ所で

地域づくりサロン事業を、とりあえず平成２７年度は町主体で実施したいというふう

に考えております。 

それと、次に各老人クラブの中で定例会という形の中で毎月集まって、いろいろ交

流を図られているんですけれども、その単位老人クラブごとに何とか運動の継続習慣

を身につけていただこうという考え方のもと、高齢者運動促進事業といたしまして各

老人クラブに運動の画像を映す器具と、あと、ＤＶＤをお渡しして、何とか例会の時

に最初１０分か１５分程度、運動をまずやっていただくような習慣づけというふうな

事業を予定しております。 

次に、質問にありましたプールの活用方法の部分にもかかわるんですけれども、平

成２８年度、町民プールがオープンするという前段で、何とか高齢者の方にも水中運

動を習慣づけていただきたいという考え方のもと、今年、隣町の長沼町のプールで年

間通して事業展開をしておりますので、その事業、３カ月間で１つのクールというふ

うになっておりますので、その３カ月間、１クールに南幌町民の高齢者の方が参加し

たい方を募って、参加していきたいなというふうに考えております。平成２８年度以

降は、建設された町民プールを活用して水中運動事業を実施していきたいなというふ

うに考えております。 

大きな事業としては主にその３点で、あと、細かい継続事業の部分とかにつきまし

ては拡大や参加者の意向を踏まえながら随時展開していきたいというふうに考えて

おります。 

あと、参加者の方からの感想等の御意見でございますけども、これもたびたび予算

特別委員会とか決算特別委員会でお話しさせていただいていますように、やはり参加

されている高齢者の方の御意見としては、やっぱり週に１回、体を動かすことによっ

て非常に元気になってきているだとか、あと、あいくるのほうに行かなくちゃいけな

いんだという気持ちがあるだけでも生活にちょっと張りがあるだとかというような

御意見をいただいておりますので、これからも何とか高齢者の方に外出の機会の創出

を促すような事業を考えていかなければいけないのかなというふうに考えておりま

す。 

それと、ノルディックウォーキングの普及なんですけれども、うちの町にまずノル

ディックウォーキングのポールが５０セットございます。今、無料で貸し出しをして

いるんですけれども、大体年間５件程度かと思いますけれども、貸し出ししておりま

して、あと、快足シャキッと倶楽部のほうでも年に１～２回、ノルディックウォーキ

ング講習会というのを実施しております。このノルディックウォーキングもせっかく

うちのほうにポールがありますので、老人クラブ単位の中で、運動の習慣づけの中で

ノルディックウォーキングをして、地域を一周回ってみてはどうでしょうかというよ

うなやり方も当然考えていきたいなというふうに考えております。 

あと、運動指導員の採用といいますか、取り扱いの考え方でございますけれども、

従来からずっとうちの町といたしましては、運動指導員は業務委託ということで派遣
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していただいて実施しております。今後も当分の間は、この体制の中で職員としてで

はなくて、専門の業者の方から運動指導員を派遣していただいた中で運動教室の実施

をしてまいりたいというふうに考えております。 

最後に、まちおこし協力隊云々という答弁にはならないんですけれども、やはり１

回目の答弁の中にありましたように、高齢者の生活を見守る、支え合うという事業は、

これから永遠に詰めていかなくちゃいけないものですから、やはり地域住民の方にも

参加・協力していただいた中で展開せざるを得ない状況にもうちの町は来ております

ので、何とか今まで実施しておりました地域福祉を語ろう会を行政区単位で平成２７

年度以降も開催して、何とか地域の協力、向こう三軒両隣の意識を持った中で高齢者

対策を進めていきたいというふうに考えております。以上です。 

 

熊木議員（再々質問） 

何点か再々質問させていただきます。町でいろいろ補助をして、まちおこし協力隊

のことも今答弁いただいたんですけれども、職員と一緒に何か地域づくりのサロンと

かそういうような運営に携わることによって、地域の活性化とか高齢者や地域住民と

の協働とかということが各地でいろいろ今とり行われていて、成功事例とかもたくさ

ん報告されているんですけれども、そういうような形につなげていくような考えがあ

るのかどうか、ちょっと１点確認しておきたいと思います。 

それから、先ほど職員の補充のところで、私、質問し忘れたのかもしれないんです

けれども、今年、平成２６年度は退職される職員が３名と伺っています。今回、補充

については３人とも新卒なのか、社会人枠での採用とかがあったのかどうか、それを

１点伺います。 

それから、平成２８年度は５名の退職と聞いていますけれども、現在の職員の年齢

のバランス、それはどのようになっているのか、これも伺います。 

あと、必要に応じて、知識や経験を勘案した採用を行いたいと答弁していただいた

んですけれども、具体的にはどのような部署を厚くするという考えが決まっているの

かどうか、それももし考えていることがあれば伺いたいと思います。 

あと、職員研修とか町内とか庁舎内とか近隣自治体とも連携して行われていて、そ

ういう報告とかもされているんですけども、そのほかに職員研修はどのような形で今

後考えているのか、それも伺います。 

あと、民間でもいろいろ実施されている研修会などに参加するような予定とか、あ

と、自治体職員向けの研修などもたくさん行われているんですけれども、どのように

選択して職員はそういう研修とかに臨んでいるのか、それをちょっとお聞きします。 

あと、先ほどの答弁の中でも、それから６期の計画の中であります、高齢者が住み

慣れた地域でいつまでも健康で自分らしい生活を送ることができる町というのが第

６期介護事業計画のコンセプトになっていると思うんですけれども、私自身も含めて、

本当にいつまでも住み続けられる町にするというために、やはり行政と町民が一体と

なったまちづくりが必要だと思うんですよね。それで、先ほども答弁にありましたよ

うに、行政任せとかではなくて、やはり住民も一緒に、うんと高齢になってからはい

ろんなこと、お手伝いとかもできないけれども、まだ一歩入ったぐらいの時は自分も
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そこに加わってお手伝いをしながら高齢化社会に向かっていくということが望まし

いと思うんですけれども、そういう意味では、６０代、７０代初めとか、そういう方々

にまだ介護保険を使わなくても済んで、健康とかいろんなことを考えながらいろんな

地域活動とか社会活動とかをする人をたくさん育てていくことが地域の連携につな

がっていくと思うんですよね。そういうことをどのように考えているのか伺いたいと

思います。以上です。 

 

三好町長（再々答弁） 

 熊木議員の再々質問にお答えをいたします。まず、まちおこし協力隊については今

のところ、うちでは考えておりません。というのは、そこまでまだちょっと特殊事情

が違うと私は思っています。全国の事例は、うちの町と違う特殊事情があって、やっ

ぱりそういう部分が必要な地帯ではなかろうかなというふうに思っています。うちは、

まだそこまで行っていないような気もしますし、もっと、先ほど申し上げたように、

地域の方々が支え合う、それを何とかつくっていきたいなと、そんなふうに思ってい

るところであります。ですから、職員が資質を高めるために、それぞれのいろんな研

修会のメニューがありますから、それに対応できる部分、うちの町として必要な部分

については職員を派遣しながら研修をしていただく、そんな部分をとっているところ

であります。当然、今後、職員採用もいろいろ出てくるかと思います。今年も３名、

４月から新しい職員を採用させていただきますけれども、それぞれいろんな形の中で

経験している部分、あるいは新卒も含めて新しい人材を採用するわけでありますが、

一部経験している方もありますけれども、まだまだ十分経験したということではなく

て、多少いろんな所もかじっていただいた部分を、昨年もそうですが、採用させてい

ただいているという実情です。それは、その年その年のケース・バイ・ケースがあり

ますので、当然、今後起きる部分があろうかと思いますので、慎重に良い人材を採用

していきたいなと思っています。最初の答弁で申し上げたようにバランスよく、５、

０とか、そういうことにならないような。今後とも我が町が９０人台の職員でありま

すから、一回、町の職員になると４０年近くにいるわけですから。その部分を考慮し

ながらバランスよく配置になるように取り組んでいきたいと思っております。専門職

については、今後、いろんな所があります。先ほど申し上げたように技術的に言えば

建築・土木、これは当然出てきますので。今後の我が町のインフラ整備が終わって、

これからはメンテナンスに入りますから、専門職が当然いなければならない。そんな

ことも含めながら、将来的にはそういう職員も当然、いろんな角度から採用していき

たいなというふうに思っております。また、地域、どうあるべきかということで、今、

数件の行政区でやっていただいている、それぞれの地域の語ろう会、これは若い人か

らお年寄りまで出向いて、いろんな地域の事情を話していただいたり、やっぱり顔の

見える地域で顔の見える取り組みを今やっていただいている。そこが年々増えてきて、

やっぱりそういう意味ではいいのかなと。私はそんなふうに思って、それらを通じな

がら、やっぱり住みなれた地域がお年寄りは一番いいようでありますので、そこでい

かに地域住民の方々と一緒になって生活できる環境づくりをしていくべきだなとい

うふうに感じておりますので、それらをしながら元気なお年寄りをいかにつくってい
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くか。やはり閉じこもりが一番だめだという報告も聞いておりますので、少しでも地

域に出向いたり、あるいは、あいくるでそれぞれの教室をやっておりますので、そう

いう所に出ていきやすい環境づくり、そんなことも進めながら地域地域でそれぞれ特

色あるやり方でやっていただいていくことがそれぞれのお年寄りも含めて、それぞれ

の地域、やがて町全体として伸びていく要素になるのではないかなと、私はそんなふ

うに思っておりますので、そういう取り組みを進めていきたいと思っています。 
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①「町民プールについて」 

 

志賀浦議員 

町民プールについて町長に１点と、あと、執行方針についてもう１点。 

まず、昨日の補正予算で町民プール建設が賛成多数で決定しましたので、昨日の質

問と重複しないように心がけますのでよろしくお願いします。老朽化した町民プール

にかわる施設整備として、幅広い年齢層の町民が利用可能なプール建設が予定されて

います。道産材を活用した木造平屋建てで、見た目にも優しくとても良いものと思い

ます。町民プール建設に反対するものではありませんが、計画が具体的になるにつれ、

町民からの問い合わせもあります。当初、通年利用のできる健康プールではなかった

のか等の声が多くあります。約６億６，０００万円と大きな予算を伴う事業ですので、

町民にもっと説明する必要があると考えます。町政執行方針で行政懇談会について触

れられていますが、そのこととは別に広く町民の意見をもらい計画に反映するべきと

思いますが町長の考えを伺います。 

 

三好町長 

町民プールについての御質問にお答えします。新たな町民プールにつきましては、

議員おっしゃるとおり、幅広い年齢層の利用を見込むことから一般用のプールに加え、

中高年の方々の健康増進を目的とした水中歩行専用プール、さらには幼児用プールを

設置し、機能の充実を図るところです。また、加温することにより、開設期間も現在

の町営プールより前後１カ月程度延長した５月から１０月までの半年間とし、利用者

数の拡大を目指すこととしています。なお、通年利用については、特に冬期間の利用

者数と維持管理費が増大することから、難しいものと判断いたしました。建設場所に

ついては、スポーツセンターに併設し、施設の相乗効果と利便性の向上に努めること

としています。予算については、国・道へ補助事業採択の要望を重ねてきましたが、

このたび、国の平成２６年度補正予算の内諾をいただきましたことから本定例会に予

算を計上させていただき、昨日、議決をいただきました。実施設計を終えたことから

４月中に積算、発注業務を行い、５月には契約、工事を着工し、明年５月からの供用

開始を目指し、手続きなどを進めていきます。この後については、供用開始までの間、

魅力ある事業の展開、利用しやすい施設運営などについて、さまざまな機会を通じて

町民のニーズを確認するとともに、子どもたちの利用のほか、アクアビクス教室や水

中ウォーキングなど、より具体的な取り組みを検討してまいります。 

 

志賀浦議員（再質問） 

再質問をいたします。まず、質問の文面がよく伝わっていなかったのかなという思

いで。質問の中で行政懇談会の開催についてという質問を入れていたつもりなんです

けど、それが明確に答えられていなかったような感じなのかなと。さまざまな機会を

通じて町民のニーズを確認するというところで、それで終わりなのかなと。私として

は、６期の部分で触れている行政懇談会的なものをやってほしいという思いで最後に

一言入れたつもりでいたんですけども。もし、その辺が明確に答えられるのであれば
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お答えをお願いします。 

また、通年利用で維持管理費が増大することが難しいということ、それはある程度

理解はできますけども、やはり健康プールということで歩行プールを設けているとい

うことと、それと、高齢者の方々が夏場はパークゴルフ等で運動をしっかりなされて

いるということ。冬場の健康プール利用というのが一番大切なのかなという思いがあ

るんですよね。その辺を勘案して、利用者、その他、また、町民の声を聞いて、将来

的に通年で使えるようにする構想はあるのかないのか。その辺を１点伺いたいと思い

ます。 

また、さっき触れたように町民の声があちこちで挙がっていますけども、私どもに

も何件かは来ています。町でもきっともって独自の方法で町民の意見は吸い上げてい

るとは思いますけども。例えば、説明がうまくなされていないのかなと。今ごろにな

って公民館の跡なのかとか、テニスコートを潰さないでほしいとか、また、温泉の近

くに持っていってほしいとか、そういう声が今ごろ聞かれるということは、私たちの

説明責任も悪いのかなと思いながらちょっと反省しているところです。そういう声を

いかに拾っていただけるかということを、まずお願いしておきます。 

あと、プールに対するランニングコストの面、何回も委員会を開かれたり、全員協

議会等で知らされていますけども、なかなかランニングコスト、どちらがいいのかな

という思いでいます。ステンレスの時にはかかるよと。ＦＲＰはかかりませんよとい

う話だったんですけども。その中で、委員会の中で質問した中で、例えば、ＦＲＰで

フルジョイントにおけるコーキングは２年に１度というふうにヤマハは示していま

すけども、その辺がなかなか反映されていないということ。また、ＦＲＰで１０年に

１度というコースラインの塗りかえが予定されていましたけども、ヤマハのほうで示

したものでは３年から７年でコースライン、プール本体の塗装が必要というふうにな

っている。どうも食い違っている面があるので、建設した後にランニングコストが予

定より上回って変わったよということのないようにしていただきたいのと、その辺の

確認もお願いいたします。 

もう１つ、プールにおける補償、昨日の質問の中でプール本体の補償はどうなんだ

という話をしたら１年という。１年なんてありえるのかと思ったぐらいなんですけど

も。その辺はこちらからでも申し入れれば補償年限がふやせるものなのか。また、事

故がなく安全に行ってほしいのはもう当然なんですけども、昨日示したように４年で

だめになった事例もあるということから、ＦＲＰで導入した場合に、その補償と責任

はどこが持つのか。例えば、ある程度、建設事業なのか、それとも執行する町なのか。

まさか議会で決めたから議会という話にはならないと思うんですけども。ただ、多々

そういう声が聞こえてきますので、その辺の責任の所在はどこにあるんだということ、

その辺をお答えください。 

 

都市整備課参事（再答弁） 

ただいま志賀浦議員から後段のほうで御質問がありましたランニングコストの関

係などについて私のほうから説明を申し上げたいと思います。ランニングコストにつ

きましては、提示させていただきました、ＦＲＰであれば５年に１度程度でなかろう
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かといったようなことと、ヤマハが維持管理上、基本的に示す事項ということでの年

数とのそごがあるのでなかろうかといったよなことの内容でございます。ヤマハが定

期管理の指針として示している内容につきましては、ヤマハから項目について確認は

しておりませんけれども、全般的には、ある程度、メンテナンスに経験的に擁する期

間を示しているということであるようでございまして、正確には３年に１度塗りかえ

をしていけば全てが万全ということになるでしょうけれども、現場的には５年に１度

程度で塗りかえは済むのでなかろうかということでのステンレス製の塗装との比較

にさせていただいたという考えでございます。 

もう１つが補償の関係でございました。昨日は私どもの正確な回答ができませんで

大変申しわけなく思っております。その後、設計業者を介しまして、補償の取り扱い

の関係について確認をさせていただきました。ＦＲＰにつきましては、漏水に対しま

しては５年の補償期間があるということ。それはあくまでも製造メーカーとしての補

償だということでございます。それと、ステンレスメーカーにつきましては、同じく

漏水に対しましては３年という回答がございました。これは施工業者を介しておりま

せんので、施工業者を介した時に、その補償期間の取り扱いが施工に対しての補償な

のか、製品そのものの補償なのかということについては、請け負った業者を交え、ま

た、工事を発注する際の工事仕様書のほうに、どう表現しながら行くのかが今回、ち

ょっとプールについては特殊ということがございまして、私どもが今まで経験してい

る仕様書とは若干一部異なることがありますので、その辺は設計業者のほうと協議を

させていただきまして、整理して掲示をしていきたいと考えてございます。 

最後の、事故があった場合の補償と言いますか、後処理の責任の所在ですとかそう

いったような取り扱いについていかがなのかというようなことだと思います。その内

容につきましては、昨日の御質疑の中で、過去に損壊があった事例で、メーカー、施

工者、また、発注者側がそれぞれ改修費を持ち寄って改修していった事例があるとい

ったようなことでございました。私どももこの事故に対しての検証された記事を拝見

しております。その内容を私どもの目線で見させていただきますと、設計、施工、管

理、それぞれにやはりうまくなかった点があったり、総合的に損壊していったという

結果だったのかなというふうにとっております。そういったことから、それぞれのか

かわった責任に応じて、その損壊部分の補修に当たっていかれたのかなということで

考えております。今回のプールについてもそういった事例がないように、もちろん設

計、施工、管理ということに努めてまいる次第でございますけれども、そういった不

測の事態が生じた場合については、やはりその応分の責任の中で果たしていく必要が

あるのかなということで考えております。現在、申し上げられるメーカー補償の件に

ついては、先ほど申し上げました年限ということで確認をさせていただいております

ので、御報告をさせていただきます。以上です。 

 

三好町長（再答弁） 

志賀浦議員の再質問にお答えいたしますけども、懇談会等々、このプールだけでど

うしてやらないのかという御意見かと思います。これは、総合計画にも早くに入れさ

せていただいているところでございまして、そんな中で広く皆さんから御意見をいた
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だいたと。逆に早くつくらないのかという御意見が多かった。今の現況のプールの中

でいいのかと、そういう声がたくさんございましたので、私どもは、その中で議会の

皆さんのいろんな発言はありながら検討を進めてきたところでありまして。冬期間も

できる通年型のプールはどうだろうこうだろうといろいろ議論をさせていただいた

けど、最終的には季節のプールにさせていただいた。これは皆さんとのお話し合いの

中で、ランニングコスト、それから、利用者のことも考えながら、冬はなかなか難し

いねと、皆さんの御意見もいただきましたので、私どもはそのとおり設計を季節性で

やりましたので。これを今、通年でできるプールにするといったら莫大な費用がまた

かかりますから、これはなかなか難しいだろうというふうに。まあ、お金をかければ、

それは断熱効果から全部取りかえですから、そういう整備をすれば可能かと思います

が、当面、今の形態で行きますと通年型のプールにはならない、将来的にもならない

というふうに思っております。 

それから、町民の声ということで、私はいろんな会合でもそういうお話しもさせて

いただいた。当然、議員もそういう声も聞いているということで、議会の皆さんの中

で発言をいただいて、それは勘案して、最終的に提案いたしたところでございますの

で。町からお話があったら、こういう話がありますよというお答えをいただければ町

民の皆さんも理解いただく。何もないという話ではないと思います。私どもは情報提

供をちゃんとしながら、どうあるべきかと議会の皆さんと議論を重ねた結果、今回の

提案をさせていただいた、議案として提案させていただいた方法でやっていくという

ことで決めさせていただいたということでありますので、当然、提案するということ

はその責任が非常にあるわけであります。それできちんとできなければ私どもの責任

があるというのは、これはどの案件、このプールだからそうだというわけではありま

せん。町が提出する案件は全て町の責任、町長の責任でありますから。今さら、この

部分だけ責任を持つのか持たないのかと、そういう議論には私はならないと。それだ

け提案するというのは重い責任を持っているわけであります。それは当然、議決のあ

る議会議員も十分わかっていただいていると思っておりますから、私どもは事前にい

ろんな協議をさせていただいて。たまたま今回そういう議決をいただいたということ

で、その旨をいただいたので、今度はそれができるように、早くできるように、これ

は順次進めていきたいというふうに考えております。 

 

志賀浦議員（再々質問） 

再々質問をいたします。５期の計画のほうでうたっているからという話でしたけど

も、それはそれとして今、今年度、６期の部分でまた行政懇談会を予定していると思

うんですよね。その中でできれば、今、これから建設中になる、まあ、建設してしま

うから遅いというわけではないんですけど、結果的に議会の行政報告懇談会等でやっ

ていても、でき上がるまで知らなかったとかそういう話が多いんですよね。先回やっ

た時も生涯学習センターに関しても全然聞いていなかったような話。まあ、そんなこ

とあり得ないと私も思うんですけども。ただ、できれば行政懇談会で出て行くのであ

れば、町民プールの概略、平面ぐらいを示して、皆さんに、今こういうものをつくっ

ていますよぐらいの説明をしていただけると住民のほうもある程度理解していただ
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けるのかなと。そういう感じで事後でも説明していただけるといいのかなと思うので、

その辺をお願いしたいということと、また、できるかどうかということを教えていた

だきたい。 

あと、責任の話ですけど、それは今、町長が言われたように大きな責任というのは

間違いなく持たなくちゃいけないと思うんですけど、その前に、先ほど言った補償。

例えば、中身をしっかりうたって示していかなかったらだめなのかなと。例えば、今

言われたように施工に関してはどうなんだとか、例えば、管理に関してどうなんだと

かとなるんですけど、昨日示した例もそうなんですよね。結果的に地震が原因だとい

うふうに特定するとどこも持たなくなっちゃうと。地盤の関係で設計が悪ければ設計

者が持たなくちゃいけない。結局、責任があいまいになって、７対３ぐらいで持とう

かとか、そんなような感じの決着を見ているみたいです。話の内容を聞くと。約５０

０万ぐらいのところ１１０何万ぐらいのところですから。だから、そういうことのな

いようにしっかりと責任、まあ、設計責任もそうですけど、施工責任もそうです。管

理責任はこちらにあるからあれなんですけど。そういうのをしっかりうたって。後々

になって、どこがどうなんだということのないようにしっかりやっていただきたいん

ですけど、そういうことは可能ですよね。それもお答えいただきたいと思います。 

 

都市整備課参事（再々答弁） 

補償の所在の明記に関してでございます。通常の設計内容につきましては、基本的

には設計書の中で、これも基本的には工事仕様書というものが国交省から出てきてお

ります。それに従った仕様書づくりになりますので、独自なものをつくるということ

になりますと、発注者側がそれに応えた受注をしていただけるかどうかといったよう

なことが１つ担当者としては心配なことがございます。基本的には、国が示す仕様書

に基づいた内容で仕様書づくりをしていき、さらに契約約款の中で瑕疵補償、事後の

処理についての紛争等についての明記は工事約款のほうで表示する内容になるかと

いうふうに考えております。議員おっしゃるとおりに、事後の故障等に対しての対応

について細心の注意を、設計上から今後、施工に入ってまいりますけども、十分それ

ぞれの役割の中で、しっかり進めて行きたいと思いますので、その辺は御理解いただ

きたいと思います。 

 

三好町長（再々答弁） 

懇談会で示すのかということでありますから、どこまでできているかちょっと、い

つやるか、時期はありますけども。常に皆さん方にもこういう形でこうなりますと設

計図から全部やっております。今、答えても全然問題ないので、私が答えるのではな

くて議員も答えていただいて結構なので。私も懇談会には何らかの形で今の現況とい

うことで報告はしなきゃならないと思っていますので、そういうことはしようと思っ

ていますが、常にもう議員の皆さんには、設計をこうするよ、こういう場所にこうす

るよ、こういうふうになりますよと言っていますから、オープンにして即、町民の方

に答えてあげるほうがすっきりするんじゃないかなと私は思いますので、ぜひ活用し

ていただいて、早めに町民にお知らせいただければと思います。 
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②「町立病院の維持と広域医療圏の連携強化について（執行方針分）」 

 

志賀浦議員 

次に移りますけど、今、町長が言われたように活用していただきたいということで、

既に活用していただいていますので、よろしくお願いします。 

次に移ります。町立病院の維持と広域医療圏の連携強化について。執行方針分です。

病院経営については、減少傾向が続いていた患者数は少しずつ増加に転じてきたが、

収支は依然として厳しい状況。また、引き続き医師や看護職員の確保と経営改善に取

り組み、持続可能な病院経営に努めると書かれていました。病院経営改善計画の進捗

状況と具体的な取り組み、また、成果があれば伺います。 

 

三好町長 

町立病院の維持と広域医療圏の連携強化についての御質問にお答えします。高齢者

人口の増加が見込まれる本町にとり、町民の医療を確保し、安心な生活を支えること

は、町内唯一の病院である町立病院の役割と考えています。病院経営改善計画の進捗

状況と具体的な取り組みの成果についてですが、改善計画は計画の期間を平成２５年

度から平成２７年度までの３年間とし、安定した町立病院の健全経営を目標として、

達成に向けて種々の項目に取り組んでいます。 

計画につきましては、職員育成のための接遇研修会の未実施や経費負担の課題から、

患者送迎サービス事業の実施の方向性が決まらないなど取り組みが遅れている項目

も一部にありますが、おおむね計画のとおり進んでいるところです。特に、町民の健

康保持のための人間ドックなどの健診業務や、保健福祉課と医師が連携し、地域に出

向いて行った健康講座の開催などは、町民と病院の信頼関係をつくり上げるための効

果もあり、その結果、１日平均の外来患者数は、平成２６年度１２月末では、前年同

期対比４．５人の増となっており、今後においても新規患者数の増加が図れるものと

思われます。収支は厳しい状況ですが、引き続き、町民に利用される病院づくりのた

め改善に取り組んでまいります。 

また、安定した経営のもとで医療を継続して提供するため、町立病院は、かかりつ

け医のような役割を担い、患者の症状に応じた適切な初期対応に取り組みます。重い

症状や専門的治療は江別市立病院や札幌圏域の基幹病院に対応いただくなど、適切な

機能分担と、患者紹介・逆紹介など、より一層の連携強化を図ってまいります。 

 

志賀浦議員（再質問） 

再質問をいたします。今、町長の答弁の中で、幾らか改善されてきて、外来患者が

戻ってきているというようなニュアンスだったと思います。しかしながら、なぜ収支

がうまく好転していかないのかなという思いと、あと、改善計画の中で、職員育成の

ための接遇研修会の未実施と。また、昨年も質問しましたが、病院への患者送迎サー

ビス事業の方向性が出ていないということ。一番大事なところなのかなと思うんです

よね。改善計画の中、かなりのページ数、実施になっていて、なっていない２点がこ

こであるということは、私のホームページで見てわかっていますけども。接遇研修会
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の実施、外部、内部とかと書いてあって、全然実施にはなっていないですよね。まあ、

これはどうなのかわからないんですけど。あと、患者送迎サービス事業の検討、検証・

検討・決定とあるんですけど、決定に至っていないということ。２点についてですけ

ど、なぜ実施されないのかと、その辺の理由を教えていただきたい。例えば、接遇に

関しては、職員がいやがってできないのか、時間がなくてできないのか、費用がなく

てできないのか。また、移送サービスについては、検討したけどどこまで進んで、ど

こがネックで止まったのか、その辺を教えていただきたい。これが直れば、私は病院

の経営もかなり良くなるのではないかなというふうに私的に思っています。 

もう１点、医業収益の給与対比というのは、これは数字が２種類出てくるんですよ

ね。平成２５年度、点検評価報告書のほうでは８５．２と出てくるんですよね。もう

１つの経営改善計画の中の、これは目標数値なのかな、８１．３と出てくるんですけ

ど、この辺ちょっと理解できないので、もしよろしければ教えてください。これが、

そして医業収益比率、給与対比率ですか、これが何％を目標にしているのか。民間で

いうと６０数％だと思うんですけども、自治体病院でその辺がちょっと難しいかなと

思うんですけど。今、町立南幌病院が何とか収支を合わせていくのに、この給与費で

は何％を目標にすればいいのかと。その辺の目標もあったら教えてください。 

もう１点、医師の確保という点。３人体制でやっていくという方針は、もともと示

されているところなんですけど、今、２．５人ぐらいなのかな、週に２回くらいだと

ですね。それで今、病院のホームページを見てみると、看護師の募集は行っています。

医師の募集がいつの間にかというか、私はあまり見ていなかったんですけど、これは、

もとは載っていたのかなと思いながら。医師の募集がやっていないということ。それ

は、なぜなんだということも聞きたいところです。あと、院長先生があと１年、２年

ということなんですけども、その後、戸田院長にまだ、その後、残っていただけるの

か。それともまた札医大から来ていただけるのか。将来展望が示されてきていない状

況なんですよね。将来展望のないところに病院が四苦八苦しているというけど、その

辺もなかなか痛しかゆしで歯がゆいところなんですけども、医師の確保の将来展望の

ほうもあったら教えてください。 

 

病院事務長（再答弁） 

ただいまの志賀浦議員の御質問の件ですが、１点目の職員の接遇研修が未実施の件、

結果的に申しますと研修会開催に当たる経費を見込んでおらず、平成２６年度まで未

実施ということになっておりました。また、内部における研修においても適正な講師

体系がとれず未実施ということで、来年度、平成２７年度においては御承認いただけ

ましたら速やかな研修の体制に移っていきたいと考えております。 

あと、次の送迎サービスの関係なんですけれども、実質、検討が止まった形になっ

ております。皆さん御承知のように、現行の病院の収支の状況におきましてはマイナ

スの状態となっております。送迎サービスにつきまして、病院独自の収益の中で取り

組んだ場合、今の現況では、マイナスの数値が膨らんでいくという状況下にあります

ので、送迎サービスにつきましては、今後、費用負担、経費負担の方向性が明確とな

らなければ、病院単独での事業実施は難しいものと考えておりますので、今後、他の
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方法も含め慎重に協議していきたいなと考えております。 

あと、医業収益の関係の給与対比ということですけれども、申しわけございません、

点検表との差というのがちょっと確認できないんですけれども、目標としましては、

経営改善計画において平成２６年度では給与比率８４．９、平成２７年度では８１．

３ということで出ております。当然、病院収支の中におきましては、給与比率が下が

ると経営が改善されてくるということになるんですけれども、現状におきましては、

職員数の年齢構成が変わるという状況下にもないことから、現行におきましては、収

入のほうを上げていかなければ経営が黒字化には、現行の費用負担の割合ではならな

いのではないかと考えております。 

 

三好町長（再答弁） 

志賀浦議員の再質問にお答えをいたします。接遇あるいは移送サービスといろいろ

検討させていただいていますけれども、費用負担、病院の中で全部見れということに

なると、かなり厳しい今の状況かというふうに思っております。それで、どういう方

法がとれるのかどうか。その辺も視野に入れながらやらないと、病院だけで全部負担

させるということ、これは到底無理だという状況になっております。ですから、今後

の公共交通のあり方も含めてどういうやり方がいいのか、それは検討していかなきゃ

なりませんが、単純にいいというスタイルにはならないかなというふうに思っており

ます。 

それから、給与費率、いろいろ今、事務長からお話しさせていただきましたけれど

も、どうしても病院には枠がございまして、看護師が何人、医師が何人、ベッド数が

何人と。それは絶対確保しなければ診療報酬のほうに影響がありますので、そのぎり

ぎりの中で今やっているところでありますから、非常にそれでも厳しい経営状況とい

うことで御理解いただければ一番わかりやすいかなというふうに思っております。 

そして、医師の確保の募集は、どうしてやっていないんだということでございます。

過去にいろいろ募集をさせていただいて、うちにも来ていただいた先生、それから、

道内の自治体で募集してきた先生、今も訴訟問題をやっていますが、そういう事例が

出ているのと、やはり私ども、それぞれの首長さんにお話を聞くと、もうそれは無理

だという。まあ、相当、町が負担するのであれば、それは先生が来るかもしれないけ

ど、一過性で帰ってしまうよと。そんなことをいただきましたので、今、その関係機

関、北海道を含めて、医大、江別市立病院、関係機関、これは院長の定年退職の問題

もございますから、それらのお願いをしながら情報提供をしていただいて、その中で

対応してまいりたいと。ただ、医師確保というのは非常に難しいものが、これはあり

ます。でも、町立病院として健全に維持していくためには医師がいなければだめなの

でありますから、当然、そういういろんな機関を活用しながら信頼性の高い医師の後

継者を選んでいきたいなと。そのための今、活動中でございます。以上です。 

 

志賀浦議員（再々質問） 

再々質問させていただきます。まず、１点目の研修、その他ということで、予算に

盛り込んでいなかったというか、費用がなかったという話だったんですけど。平成２
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７年度予算に盛り込まれているのであれば、これは予特の中でしっかり揉んで、認め

ていきたいなと思いますので、ぜひ実施してください。３年計画の最終年になって初

めて予算を出すということになるというのは、どうも解せないなというふうに思うの

で。早く取り組んでいただきたい、こういう身近なことですから。 

移送サービスに関しては、今、巡回バスを利用してという状況の中で、独自に費用

負担が病院会計ではできない。それは事実わかっていますので、できればこれは行政

側のほうと、病院と別としても検討していただきたい。それで、できるかできないか

というのがネックだったと思うんですよね。ただ、検討していて、例えば公的な病院

が移送サービス的なものを取り入れることが可能になったのかどうか、そこの結論が

出ているんだったら、そこを教えていただきたい。前は公的病院が難しいんじゃない

かということで、なかなか手つかずだった。でも、２年間検討した内容があれば、本

当にそれが可能なのかどうかということ。費用は別として。その辺の結果が出ていれ

ば教えていただきたい。 

また、給与対比に関してはわかりました。私が持っていた、もう１枚のほうは計画

のほうですから、年度が入っていなかったので、さっき言った８１．３％は平成２７

年度分ですよね。目標値みたいなもので。それはわかりましたのでいいですけども。

先ほども結論を言っていただいた時と同じで、収入が上がれば、当然、医師の費用対

比も減っていくのかなと。収入を上げるためにはやっぱり入院・外来の充実をさせて

いかなければならない。入院ベッド数も５０数％、それは切れたのかなと。その辺も

あるんですけど。それとまた外来が戻ってもらうと。一番大きいのはやっぱり入院で、

ベッド数を埋めていくということが一番ネックなのかと思うんですけど、その辺もあ

わせて収益を上げるように頑張っていただければ自然と費用との対比は減っていく

のかなというふうに思っています。その辺は答弁は要らないです。 

また、医師の確保に関しては、ホームページ等で募集することは、今聞いた内容で

ある程度理解します。できないというか、わからないものをつかんじゃったら困るの

で。けど、あと１年、２年のことですから、早く次の体制をどうしていくのかという

ことは示していただければいいのかなと。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○その辺の将来展望というのを示していただかないと、

なかなかまた病院の予算を組んだ時でも、どうなんだという話になるので。将来展望

を見て、大きく見た時に予算も賛成していけるのかなと思うので。その辺、もし、構

想があったら教えていただきたいです。 

 

三好町長（再々答弁） 

志賀浦議員の再々質問にお答えをさせていただきます。まず、接遇については、お

金をかけないでやろうということで、相手がいることで、お金のかからない人がたま

たまできなかったというのもあるようであります。今回は、そんなことがあったので
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新年度はそういう部分、まあ、できるだけお金をかけないでやりたいんですが、それ

が無理だとしたらお金をかけてでもやろうということで御理解いただければと思い

ます。 

それから、移送サービス、これは病院の中の経営でやったら、本当に今でも議員か

ら御指摘いただいた、収支が厳しいのに、まだ経費をかけてどうなのかということで

ございます。あとは、行政がどう対応するか。町の行政の政策としてどう対応してい

くか、そのことだろうと思います。ただ、費用は相当かかります。行政がやるわけだ

から中途半端なことはできません。車あるいは人員確保、それなりの相当のお金をか

けなければなりません。それが今そうできるかどうか。これは今検討しながら。です

から、先ほど言ったように公共交通のあり方を含めて、全体としてどうあるべきかと

今検討させていただいていますので、そのことを中心に今後どうあるべきかというこ

とであります。議員御指摘のように入院患者がちょっと減っています。入院単価と外

来単価も皆さん御存じかと思います。そういう関係もございますので。今度は外来、

もう少し余裕があると思うんですが、これ以上ふえると本当に３人体制、内科２人体

制にしたら、もう１人医師がふえたから、そうしたら経営が良くなるかといったら、

私は今それを計算してもなかなか見出せない。１人ふえたから患者が倍になるか。そ

ういうことにはならないだろうと思います。そうすると、本当に経営がいいのかどう

か。ただ、入院患者もふえてきて、医師が今、手が回らない、外来も受けられない、

入院患者も受けられないというのであれば、これはまた別でしょうけども。今の状況

になるとちょっとまだまだそこまで行かない。その様子を見ながらさせていただいて

おります。 

それから、医師の確保においてはもう３年前から、定年がわかっていますから、医

大を中心にお願いはしております。ただ、答えがまだ返ってきていませんので、私は

それ以上動けませんし、近隣の町と今連携をさせていただいておりますが、これも道

の事業を通じてやっていますから、急に変わったから、要らないからやめましたと、

そういうことにはならないと思いますが、数年先はそれはわかりません。ですので、

そのことも踏まえて、札幌医大と何とかコンタクトをとりながら後継の先生を探しな

がら今いるところでございます。それが皆さんに報告できないのが残念でありますけ

れども、それだけ今、道内の医師が不足しているということのようであります。です

から、今、掛け合ってはいますけれども、答えがいついただけるかどうか。うちのほ

うとしてもいろんな手を打たなければなりませんので。あくまでも医大のお話をいた

だいた後に次の行動、次の行動、ということになろうかと思いますので。今まで医大

に大変お世話になっていますし、今も休日夜間、救急の関係は医大からかなり来てい

ただいています。そんなことも含めますと、医大とのパイプもちゃんとつくっておか

ないと病院経営は救急告示病院としても成り立っていかなくなりますので、そのこと

を踏まえながら医師確保に全力を挙げて取り組んでまいります。 

 

側瀬議長 

ただいまの志賀浦議員の発言につきましては、後刻、速記録を調査し、不穏当発言

があった場合には善処したいと思いますので、よろしくお願いしたいと思います。 
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①「本町の目指すボランティアのあり方について」 

 

佐藤(妙)議員 

 本日は２問、町長に御質問させていただきます。 

１問目、本町の目指すボランティアのあり方について。本町のボランティア活動は、

福祉・教育・子育て・高齢者・スポーツ・町内の美化・まちづくり等、多様な分野に

広がっています。ボランティアの裾野を広げるためには、今後活動したいと考えてい

る方々に適切な情報や機会を提供し、ボランティア活動に参加しやすい環境が必要と

考えます。 

しかし、本町ではどのようなボランティアがあり、どのように活動され、どこに聞

けばよいのかがわからないという声を聞きます。そこで２点伺います。 

１、各部署で行われているボランティア活動の内容がわかりやすい総合窓口、案内所

の設置の考えはあるか。 

２、本町では平成２８年度から介護支援ボランティアポイント事業を導入する検討

をしているが、今後はどのように進めていくのか。 

 

三好町長 

本町の目指すボランティアのあり方についての御質問にお答えします。ボランティ

アとは自分自身の自由な意志によって、援助のため進んで行動する人です。ボランテ

ィアと言っても、大きくは町民や地域・団体の活動もあれば、企業活動を通じた地域

貢献、自分たちの趣味を通じて人々に喜んでもらう活動、スポーツやイベントの運営

ボランティア、散歩の途中にごみを拾うことも立派なボランティアです。 

本町においても、子どもたちの見守り活動、高齢者宅への除雪ボランティアなど、

たくさんの皆さんがいろいろなボランティア活動を実践されており、安心安全なまち

づくりに貢献いただいていますことに心より感謝を申し上げるところです。 

１点目については、現在、総合窓口は設けていませんが、町民や地域・団体の活動

の面では、役場各所管においてお問い合わせに対応していますし、福祉の面ではボラ

ンティア団体の登録窓口である社会福祉協議会、生涯学習の面では、教育委員会によ

る地域ボランティア推進事業を行っていますので、お気軽に御相談いただければと考

えます。なお、ボランティア活動については、町ホームページや各団体発行の機関誌、

イベントなどを通じて周知しているところですが、町といたしましても機会を捉え、

周知に努めていきます。 

２点目の御質問については、平成２８年度から実施することとしている介護支援ボ

ランティアポイント事業は、急速な高齢化が進む中、高齢者自身が支えられる立場だ

けではなく、社会とのつながりを持ち、社会貢献・社会参加を通して介護予防を推進

していくことを目的とした事業で、今後、地域包括ケアシステムを構築していく上で

重要な介護予防事業の一つと考えています。実施については、既に全国各地において、

高齢者の在宅生活を支えるための地域の人材等を活躍した多様な介護ボランティア

ポイント制度事業に取り組まれていますので、平成２７年度では、南幌町らしい介護

支援ボランティア制度を構築していくため、先進地視察や情報収集などの調査検討を
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行ない、平成２８年度より実施していきます。 

 

佐藤(妙)議員（再質問） 

再質問させていただきます。本町では仕事を退職され、今後、ボランティアを通し

て地域とかかわりたい、また、人生を豊かに暮らしたいと希望する方がどんどんふえ

てくると思っております。その方たちが、南幌ではどんなボランティアがあるのか知

りたいと思う時に、教育委員会に聞きに生涯学習センターへ、また、社会協議会へ聞

きにあいくるへ相談に来てくださいというのは、いかがなものかなと思います。今後、

ボランティアの位置づけというのは協働のまちづくりを支える上で重要になること

は間違いないと思っています。役場本庁舎の窓口を１カ所にして、住民がわかりやす

く参加しやすい工夫を行政は側面から応援することが大切だと思いますが、１点、い

かがでしょうか。 

それと、また、南幌のホームページを開くと、このホームページも大切なツールだ

と思っております。そのホームページを開くとすぐ、ボランティアを一緒にしません

かとか、すぐ目に入りやすい工夫、また、そこを検索すると町のボランティアの内容

が一目でわかるという、そういう一目でわかる見やすい工夫というのも必要になって

くると思います。 

それと、介護支援ボランティアですけれども、この介護ボランティアポイント制、

今さまざまな地域でこの介護支援ボランティアポイント制の事業が大きな成果を上

げていると聞いております。本町でも、ぜひ皆さんが参加しやすいいいものをつくっ

ていただきたいと期待しております。この介護支援ボランティアポイントというのは、

決められた介護事業所や在宅で介護認定を受けている方の所へ６５歳以上の方がボ

ランティアをして、ポイントが還元されるという、そのような仕組みになっている自

治体が今多くあります。しかし、８０歳や９０歳になっても介護保険に頼らずに頑張

っていらっしゃる方も町内ではたくさんいらっしゃいます。介護認定は受けてはいま

せんが、生活の一部を少しお手伝いしてほしいという、そういうふうに願う方や、高

齢者事業団までには頼むまではいかないけれども、例えば、ごみ捨てとか犬の散歩、

電球の交換、話を聞いてほしいなど、家族が近くにいない方であっても、なかなか近

所に頼むことができないという方もいらっしゃるようです。今回、町長の執行方針で

は、高齢者が住み慣れた地域でいつまでも健康で、自分らしい生活を送ることができ

るよう努力しますとありました。この介護ボランティアポイント制とは別に、介護保

険を使わずに、健康長寿に努力されている方へボランティアに値するほどの少ない報

酬で、有償ボランティア制度を考えてはいかがかなと思いますが、このことについて

お伺いいたします。 

 

三好町長（再答弁） 

佐藤議員の再質問にお答えいたします。まず、総合窓口、どこに行っていいかわか

らないとか、いろいろ。まず、足を運んでいただいて話を聞くというのは私は大事か

なというふうに思っております。どちらを目指しているのかわからないんじゃなくて、

やっぱりボランティアをしたいということであれば、福祉の面なのか、教育の面なの
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か、あるいは役場の面なのか、今役場でやっているいろんなこと、窓口のボランティ

アやりたいというのか、その辺がちょっとわからないので、やっぱり足を運んで、そ

れぞれ自分がしようとするボランティアの所に来ていただくというのが大事なのか

なと。今の状況の中で、例えば、役場１カ所に来ていただいても、あっちに行ってく

ださい、こっちに行ってくださいということになりますので、やはり自分が目指そう

という部門に、まず、ボランティアをこうしたいんだけどというお話し合いというか

一回来ていただく、そして、職員等々でお話しをさせていただいて、自分が目指すボ

ランティアをやっていただければ一番ありがたいなと私は思っております。 

それから、ホームページの部分については可能かどうかちょっとわかりませんが、

そういうことができるのであればちょっと考えてみる必要があるなというふうに思

っております。ぜひ、役場の職員、地域担当職員もいますので、利活用いただいて、

せっかく志があるのであれば声を出して行動していただければありがたいなという

ふうに思っています。 

それから、介護ボランティアポイント、一応６５歳以上ということでなっておりま

すが、全国の事例なんかを見ると６５歳からでもやっているようです。それらを含め

てどうあるべきかと、今年、調査・研究をさせていただいて、平成２８年度から導入

していきたいなというふうに思っているところであります。以上です。 

 

佐藤(妙)議員（再々質問） 

今、御回答をいただきまして、ぜひホームページで皆さんが利用しやすい、参加し

やすい形でつくっていただきたいなと思っております。それで、有償ボランティアの

ことなんですけれども、ボランティア精神にあふれた方というのは、もう本当に地域

や人の役に立つことを喜んでしてくださるという無償の精神でボランティアに取り

組んでいただいておりますけれども、ボランティアを利用する高齢者の中には、ただ

でしてもらうのは本当に気の毒だ、本当に御礼をしなくては申しわけないという気持

ちを抱く方もいらっしゃるようです。ボランティアをする方は無償でやってあげたい、

地域の方にやってあげたい、ですけれども、ボランティアを利用する人にとっては、

ボランティアであっても何か御礼をしなくちゃいけないと。そういうことにジレンマ

を抱いている方もいらっしゃるんですね。それで、ある地域の事業なんですけれども、

ごみ出しとか電球の交換など、大体１０分ぐらいでできることは２００円、また、３

０分ぐらいでできることは５００円と、高齢者が支払いやすい金額を設定して、ボラ

ンティアを活用している地域があります。本当に定額の料金で利用できるので、高齢

者にとても喜ばれていると聞きました。私は、今、高齢者が高齢者を支える時代にな

って、地域で高齢者を見守ることは少子高齢化の社会にあってとても重要なことだと

思うんですね。ともに介護認定を受けずに在宅で頑張っている高齢者にも本当にこの

ような取り組みを通して、町として応援するという考えは、町長はどのようにお考え

でしょうか。 

 

三好町長（再々答弁） 

有償ボランティアのことも含めて検討させていただきたいとは思っておりますけ
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ども、どの辺がどうと。まあ、ポイント制度をとるので、もっとお願いしやすくなる

のかなというふうにも考えているところでありますが。どちらにしても有償となると

また抵抗が非常にある方もたくさんおりますので、そのことも十分考えながら、いか

にうまくポイント制を活用しながら、そちらのほうに移行できればいいかなとは思っ

ておりますが。除雪ボランティアも結構高齢の方がやっていただいているので、そう

いうところはそういうところでちゃんと発揮しておりますので、それらを踏まえ、ポ

イント制度とどういうふうに行けるかどうか、今年１年、調査期間でありますのでい

ろいろ検討しながら。多分、有償はなかなかいきなり有償という話には難しいのかな

というふうに思っておりますので、それらを含めて、有償でやる場合はどうあるべき

かということも含めて検討してまいりたいと思います。 
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②「子育て世代に１戸建て公営住宅を」 

 

佐藤(妙)議員 

２問目に移らせていただきます。子育て世代に１戸建て公営住宅を。 本町では持

家比率が高い傾向にありますが、今後は経済状況の悪化から若い子育て世代の持家率

は減少し、ますます公営住宅や賃貸住宅の需要が増え、現在ある本町の公営や民間賃

貸住宅が不足することも考えられます。定住促進、子育て世代の人口誘致を掲げるに

は、まず住宅環境が大切だと考えます。 

現在進めている地方創生は、さまざまな自治体が独自の考えを模索していますが、

若者定住促進施策を推進するためには、住環境の整備と大胆な取り組みが必要だと考

えます。地方人口ビジョン・地方版総合戦略では、子ども子育て支援の充実として子

育て世帯向けの優良賃貸住宅の供給などが施策例として挙げられています。２０年前

の子育て世代は手軽にマイホームを求めることができましたが、現在は今後の経済状

況に不安を抱き、マイホームを諦めている方も多くいます。 

そこで豊かなライフスタイルの実現を南幌町が応援してはどうかと思います。１棟

２戸建ての集合住宅は他自治体でも多くあります。道内には、まだ少ない戸建てを整

備することこそ地方創生の起爆剤になると思います。南幌の広い土地を利用した１戸

建ての公営住宅を低家賃で提供し、子育て世代の方にマイホームの購入資金をためて

いただき、できるだけ本町に定住していただくことが必要と思いますが、町長の考え

を伺います。 

 

三好町長 

子育て世代に１戸建て公営住宅を、の御質問にお答えします。現在実行中の総合計

画、並びに公営住宅等長寿命化計画では新規の公営住宅の供給は財政負担が大きいこ

とから見合わせてきたところですが、子育て世帯に対しての住環境支援も重要な課題

と考え、教職員住宅を活用した子育て住宅４戸を提供中です。現在、進めています、

まちの魅力化と次期総合計画の策定を視野に入れた若手職員によるまちづくり戦略

チームで、定住促進策も含め数々のアイデアが見出され、具体的な政策と事業づくり

への検討を進めているところです。また、来年度策定予定の南幌版、まち・ひと・し

ごと創生・総合戦略の中で、地方自治体における中長期的な施策づくりと、その実現

に向けて事業展開していかなければならないと考えています。 

その上で、子育て世帯に対して、どのような支援策が必要なのか、議員の提案内容

も含め、総合的な視野で民間賃貸住宅の供給状況、財政負担等を総じて検討を進めて

まいります。 

 

佐藤(妙)議員（再質問） 

再質問させていただきます。これまでに子育て人口対策問題に対して、一般質問で

同僚議員の方たちや私も一般質問をさせていただきました。その中で、町長は、超少

子高齢化対策として次期総合計画策定時にシルバーハウジングとあわせた子育て支

援住宅の検討を考えて、個別住宅賃貸住宅化なども検討を行い、子育てだけに特化せ
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ず、低所得者、高齢者など、全体を見ながら今後に展開していきたいというお話でし

た。しかし、その中でも今は大事な過渡期と捉えているという御回答でした。町長は、

本町の住宅問題を考える時、行政のトップとして公平に判断しなくてはいけないとい

う、その思いと、今、人口減少対策に今は地方創生の中でやる時が来ているという思

いが交差されているのではないかと思います。 

その中で今回、あえて私は子育て支援住宅を１戸建てにこだわったことを申します

と、平成２３年につくられた南幌町公営住宅等長寿命化計画、これを見ました時に、

南幌の人口は当初、平成３２年で８，６００人との想定でございました。現段階で既

に８，１２６人になっておりまして、本当に思っている以上に人口減少が加速してい

ることに危機感を覚えました。そこで、地方創生という大きなチャンスに子育て支援

という窓口に小さく焦点を当てて、本町独自の独創性を持った取り組みをすることが、

より町のアピールにつながり、また効果が出てくると思いました。国が進めているこ

の地方創生事業にリンクできると思ったからです。本当に、この子育て支援で地方創

生していこうという取り組みは、今、日本中の自治体で必死に取り組んでおります。

もちろん我が町でもすばらしい戦略チームが頑張っていただいておりますけれども、

この若い感覚を駆使して、例えばですけれども、丸太でできたログハウスの子育て住

宅とか南幌独自の独創性を持った、そういう１戸建ての子育て住宅を建てることが宣

伝力につながるのではないかなと思っております。これまで南幌でも今、子育て集合

住宅はありますけれども、これまで集合住宅では経験できないような１戸建ての良さ

を体感してもらって、広い土地で子どもを育てられる魅力、低価格の家賃で住めるこ

とは人口誘致のチャンスにつながると思います。この１戸建ての公営住宅という面で

アピールをするということでは、町長はどのようにお考えでしょうか。 

 

三好町長（再答弁） 

佐藤議員の再質問にお答えをいたします。１戸建て、若い者を定住させるのに１戸

建て住宅、思いは十分わかっております。ただ、全体的な流れを見ながら私どもはや

っていかなければなりませんし、当然、うちには、まだ６８０を超える住宅供給公社

の宅地も残っているわけであります。それらも含めて、何とかこの地方創生の中で取

り組みができないかということで今考えてはおりますけれども、国の創生と言えど、

今、先行型でもいろいろやろうとしてやったんですが、やはり、国の壁、言っている

ことと、実際我々が提案することではギャップがすごくございます。ですから、うち

の皆さんからいただいた税金で独自でやるというのは私は難しいと。今、まだまだや

らなきゃならない分野がたくさんある中で、特化してそこだけ数戸にやるというのは

どうなのかなというふうに思っています。ただ、将来的に若者がいなくなるという部

分がありますから、どういう子育て支援ができるのかどうか、それらも含めて全体を

見ながら考えていかなければなりませんし、当然、先ほどから議論いただいている高

齢化に向かってどういう形が、これは住居においても同じだと思います。それらを含

めて、どんなものをやっていくのが我が町としていいのかどうか。私の頭の中でもい

ろいろ考えながら職員にこれはどうだといろいろ言っているんですが、どうも国の壁

は厚いようでございまして、そんなことも含めて、提案ありました部分を含めて、こ
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れは行政だけ、我が町だけでやれといったらこれはなかなか難しいので、国、道の支

援もいただきながら、あるいは民間とも協力できるものがあればそれらも考えて、何

とかせっかくこの地方創生、地方に重きを置いた重点政策をつくっていただいた国の

そういう方針も活用しながら、我が町でできるものにトライはしたいなと思っており

ますが、まだ、そこまで、やる、やらないという答えは出ておりませんので、議員か

ら提案があったことも含めて、うちの町でベストな形を今後構築していきたいなと、

そんなふうに思っています。 

 

佐藤(妙)議員（再々質問） 

再々質問させていただきます。今、宅地も残っているということで、やはりその宅

地を売っていきたいという町長の思いだったのではないかなと思いますけれども、実

は、先日、埼玉県の２つの村が合併してできた、ときがわ町という所の議員さんから

お話を伺うことができたんですけれども、ときがわ町では、２０１３年に木造２階建

て、３ＬＤＫの１戸建て子育て住宅を４棟建築したそうです。一番末のお子さんが高

校を卒業するまで入居できるようなんですけれども、家賃が上限で５万円、今ほとん

どの方が３万円で入られているということでした。建設工事費は、３棟分で２，２０

０万円、安いなと思ったんですけれども、埼玉県なので北海道とは違うので安いのか

なと思ったんですが、土地はもちろん町の所有地だそうです。写真で見たんですけれ

ども、本当にかわいらしくて、壁と屋根が白とピンクで統一されていまして、歩いて

いると本当に一目で、子育て中の家族が住んでいるなというそういうイメージでした。

私が一番驚いたことは、入居された方がマイホーム資金をためられて、昨年、１世帯

が退去して、町内に家を建てられ、また、今年も１軒、町内に建設中ということでし

た。正直、一軒家に住んでいるのにどうしてすぐ引っ越してしまうんだろうという思

いで再度ちょっとお聞きしたところ、１戸建住宅で生活して、自分たちなりの家が欲

しくなったということなんですね。それで、安い家賃で頭金をためることができたか

ら、どうしても自分の家が欲しくなったと。子どもたちが地元の小学校とかに通って

いるので、やっぱり地元に家を建てたいというそういう思いだったということで、こ

のように新しいスタイルで住宅団地の販売の考えもあるということに私自身ちょっ

と驚いたんですけれども、これまでに本町でも住宅団地の割引とかいろんな取り組み

をされてきましたけれども、思うように販売が促進されていないのかなというその事

実を考える時、このような、ときがわ町のような、そういう特色ある子育て住宅を起

爆剤として人口誘致という考えもあるということも考えていただきたいなと思って

おります。 

それと、もう１点の質問なんですけど、先ほど、ふるさと納税のふるさと応援基金

の話の時に、町長は、今後、移住定住も考えたＰＲ効果に基金を利用したいというお

話だったと思うんですけれども、その中で一軒家の子育て住宅を、このふるさと応援

基金を活用するということも一つの例かなという思いがちょっと突然湧いてきたも

のですから、そこのところ、町長、どのようにお考えでしょうか。 

 

三好町長（再々答弁） 
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佐藤議員の再々質問にお答えをいたします。戸建て子育て住宅、思いは十分わかり

ますし、どうあるべきか、道内でも実績をつくっている所がたくさんありますので、

それはそれとして、我が町で今できることは何をするのかということが大事だろうと

思います。思いと現実はなかなか難しいし、やはり町民の税金をいかに少なく使いな

がら有効活用させていただく。そして、人口が、若い世代がふえてくるということで

ありますから、当然、ふるさと応援寄附金もいろんな対応の形の中で考えたいなとい

うふうに思っております。今、住宅公社等とも協議をさせていただいて、どういうも

のが、今までとは違う形でもっと考えないとだめだろうなと。道内でもそういう意味

で人口がふえてきている自治体、あるいは札幌の近郊でも特化してやった所に住宅が

どんどん建っていると。そんな実例も見受けられますので、あわせて、何とか若い人

に来ていただく施策を含めて検討して、やっぱりいろんな環境を含めて南幌らしいも

のが出せればなと、そんな検討はさせていただきたいなというふうに思っています。 

 

 

 

 


